
農 業
と 生 活 の か け は し



水の恵みが育てた愛知の農業
日本のほぼ中央に位置する愛知県。
面積は5,173㎢あり、年平均気温16度、年間降水量1,600㎜と、
四季を通じて穏やかで農業に適した自然条件を備えています。
愛知県では、木曽川・矢作川・豊川という３つの大きな川の豊かな水を利用して、
用水をひらく努力が長い間続けられてきました。
明治13年に矢作川を水源とする明治用水が、昭和36年に「夢の用水」といわれた木曽川を水源とする愛知用水が、
昭和43年に豊川を水源とする豊川用水が完成しました。
これらの用水は、平野部はもちろん、深刻な水不足に悩まされていた知多半島や
渥美半島の先端まで農業用水を導きました。
用水の完成により、全ての平野部に水が行き渡り、愛知県の農業は飛躍的な近代化を遂げ、
施設園芸を筆頭に全国屈指の農業地帯が形成されました。

愛知用水
木曽川

明治用水

豊川用水

豊川

矢作川
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愛知県は、大消費地名古屋と首都圏、阪神圏の３大市場を近くに持つとともに、
太平洋ベルト地帯に沿って交通・情報網の発達した地域です。
自動車産業を中心に工業県としてのイメージが強い愛知県ですが、自然条件・社会条件に恵まれて
全国有数の農業生産を誇ります。米、園芸産品、畜産物がバランスよく生産され、
農業産出額は常に全国ベスト10に入っています。
施設園芸に代表されるように、１戸当たり耕地面積は小さいものの販売金額が大きいこと、
土地生産性が高いことが特色となっています。

作目別産出額の順位　令和5年� 単位：億円

農林水産省統計資料より抜粋

農　業
産出額 米 野菜 果実 花き 肉用牛 乳用牛 豚 鶏卵

１位 北海道
13,478

新　潟
1,255

北海道
2,489

青　森
1,096

愛　知
563

北海道
1,224

北海道
4,781

鹿児島
910

千　葉
504

２位 鹿児島
5,438

北海道
1,149

茨　城
1,664

長　野
1,000

千　葉
200

鹿児島
1,208

栃　木
472

北海道
608

茨　城
495

３位 茨　城
4,571

秋　田
938

熊　本
1,365

山　梨
831

福　岡
188

宮　崎
765

熊　本
352

宮　崎
600

鹿児島
439

４位 千　葉
4,029

山　形
739

千　葉
1,336

和歌山
774

静　岡
179

熊　本
435

群　馬
256

千　葉
519

岡　山
433

５位 熊本
3,757

宮　城
731

愛　知
1,083

山　形
743

茨　城
165

宮　城
253

岩　手
255

群　馬
478

広　島
361

６位 宮　崎
3,720

茨　城
703

長　野
957

愛　媛
550

長　野
163

栃　木
251

千　葉
254

茨　城
405

愛　知
353

７位 青　森
3,466

福　島
687

群　馬
956

熊　本
391

埼　玉
157

長　崎
250

茨　城
236

岩　手
388

栃　木
348

８位 愛　知
3,207

栃　木
586

埼　玉
768

福　島
317

鹿児島
127

岩　手
249

愛　知
194

青　森
307

群　馬
327

９位 岩　手
2,975

千　葉
569

栃　木
745

静　岡
311

熊　本
117

茨　城
196

岡　山
149

愛　知
290

兵　庫
303

10位 栃　木
2,959

岩　手
527

福　岡
734

岡　山
305

北海道
117

兵　庫
186

宮　城
129

栃　木
279

静　岡
291

愛知県
の順位

8位
3,207

21位
257

5位
1,083

13位
177

1位
563

18位
124

8位
194

9位
290

6位
353
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JA 管 轄 市 町 村
❶ な　ご　や 名古屋市（天白信用、緑信用の管内を除く）

❷ 天 白 信 用 名古屋市天白区、瑞穂区の一部、昭和区の一部

❸ 緑　信　用 名古屋市緑区（大高町を除く）

❹ あいち尾東 瀬戸市、尾張旭市、日進市、豊明市、長久手市、
東郷町

❺ 尾 張 中 央 春日井市、小牧市、豊山町の一部

❻ 西 春 日 井 北名古屋市、清須市、豊山町の一部

❼ あいち知多 東海市、大府市、知多市、常滑市、半田市、
東浦町、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町

❽ 愛　知　北 江南市、犬山市、岩倉市、扶桑町、大口町

❾ 愛　知　西 稲沢市、一宮市

愛知県のJAと特産物
愛知県のJA・本会の主な取扱品目

（令和７年４月現在）

JA 管 轄 市 町 村

� あいち海部 津島市、愛西市、弥富市、蟹江町、飛島村、
あま市、大治町

� あいち中央 安城市、刈谷市、知立市、碧南市、高浜市

� 西　三　河 西尾市

� あいち三河 岡崎市、幸田町

� あいち豊田 豊田市、みよし市

� 愛　知　東 新城市、設楽町、東栄町、豊根村

� ひ ま わ り 豊川市

� 蒲　郡　市 蒲郡市

� 愛知みなみ 田原市

� 豊　　　橋 豊橋市
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資料提供：愛知県農業水産局

★令和３年
◦令和４年
▪令和６年２月
▲令和７年２月

品　　目 飼　養
頭羽数

全　国
シェア 順　位 主な産地JA

肉用牛 42,300
頭 1.6％ 第１８位

JA愛知みなみ
JAあいち知多
JA愛知東
JA豊橋

乳用牛 18,500
頭 1.4％ 第８位 ―

豚 287,400
頭 3.3％ 第１２位

JA愛知みなみ
JA豊橋
JAあいち知多
JA西三河

採卵鶏 8,109
千羽 4.7％ 第７位

JAひまわり
JA豊橋
JAあいち知多
JA愛知東

名古屋
コーチン

327
千羽 ― 第１位 ―

うずら 2,300
千羽 ― 第１位 ―

品　　目 産出額 全　国
シェア 順　位 主な産地JA

菊 218億円 36.8％ 第１位
JA愛知みなみ 
JAひまわり JA西三河
JAあいち知多
JAあいち中央

カーネーション 18億円 17.6％ 第２位
JA西三河
 JA愛知みなみ
JAあいち中央
JAあいち知多 JA豊橋

バラ 27億円 16.6％ 第１位
JAひまわり
JA愛知みなみ
JA西三河
JA豊橋

シクラメン 7億円 10.1％ 第１位
JA愛知西
JAひまわり
JAあいち中央

洋らん 48億円 13.6％ 第１位 JAあいち中央
JAあいち知多

観葉植物 82億円 43.9％ 第１位
JAあいち中央
JAあいち三河
JA愛知西
JAあいち海部

品　　目 出荷量 全　国
シェア 順　位 主な産地JA

キャベツ 258,400t 20％ 第１位
JA愛知みなみ
JA豊橋
JAあいち知多

ふき 2,630t 44.1％ 第１位
JAあいち知多
JA愛知西
JAあいち海部

とうがん 1,320t 17.2％ 第２位 JA豊橋
JAあいち知多

しそ 3,990t 51.5％ 第１位
豊橋温室園芸農協
東三温室園芸農協
JAひまわり

ぎんなん 238t 35.5％ 第１位 JA愛知西

みつば 1,770t 14.5％ 第２位
JAあいち海部
JA愛知西
JAなごや

ブロッコリー 13,300t 8.5％ 第２位
JA愛知みなみ
JA豊橋
JAあいち中央

カリフラワー 2,180t 11.5％ 第３位
JA愛知みなみ
JA豊橋
JAあいち知多

さやえんどう 1,310t 11.9％ 第２位 JA豊橋
JA愛知みなみ

れんこん 2,530t 5.3％ 第４位 JAあいち海部

はくさい 17,000t 2.4％ 第９位
JA豊橋
JA愛知西
JAあいち豊田

セルリー 2,610t 9.5％ 第４位 JA愛知みなみ
JA豊橋

チンゲンサイ 2,140t 6.2％ 第３位 JAあいち中央
JA愛知みなみ

トマト 41,800t 6.7％ 第３位
JA豊橋
JA愛知みなみ
JAひまわり

たまねぎ 21,900t 2.1％ 第５位
JAあいち中央
JAあいち知多
JA豊橋

なす 12,100t 5.2％ 第６位
JAあいち三河
JA豊橋
JA愛知西

いちじく 1,461t 16.2％ 第２位
JAあいち中央
JAあいち知多
JAひまわり

柿 8,900t 5.6％ 第５位
JA豊橋
JAあいち三河
JA愛知東

いちご 10,500t 7％ 第４位
JA西三河
JAあいち三河
JA豊橋

（ミニトマト・加工用含む）

愛知県の特産物　令和５年

◦ ◦ ◦

◦ ◦ ◦

（鉢）

（鉢）

（鉢）

★ ★ ★

★ ★ ★

▪▪ ▪

▪▪ ▪

▪▪ ▪

▪▪ ▪

▲ ▲

▪ ▪
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愛知県の組合員数

63万9,656人
全国の組合員数

1,021万2,631人

JA組織図

※組合員数（正・准）は令和6年3月31日時点、JA数は令和7年4月1日時点、ともに総合農協のものです。

全国厚生連

県 厚 生 連

厚生事業

医療、保健施設、医
師の設置、健康診
断、ガン検診などを
行い、組合員の健康
を守っています。

共　済　連

共済事業

生命共済、損害共済
などの各種共済によ
り、組合員の病気や
災害時に保障し、農
業経営と生活安定を
目指しています。

県　信　連

農林中央金庫

信用事業

貯金、資金の融資な
どの地域金融機関と
して、営農と生活の
改善、向上を図って
います。

県 経 済 連

全　　　農

経済事業

◦販売事業
農畜産物を計画的に
集荷し、市場や実需
者に販売しています。

◦購買事業
生産資材や生活用品
を計画的に購入する
ことにより安定的に
組合員へ供給してい
ます。

県 中 央 会

全国中央会

指導事業

◦営農指導
生産から出荷まで、
農業のあらゆる過程
に関わる技術などの
合理化に向けて、指
導支援しています。

◦生活指導
組合員と地域社会の
生活改善と向上を
図っています。

愛知県のJA（農協）数
19JA

ＪＡ綱領　―わたしたちＪＡのめざすもの―

わたしたちJAの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な
定義・価値・原則（自主、自立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。
そして地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。
さらに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現に努めます。
このため、わたしたちは次のことを通じ、
農業と地域社会に根ざした組織としての社会的役割を誠実に果たします。

わたしたちは

一、地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

一、環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。

一、JAへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。

一、自主・自立と民主的運営の基本に立ち、JAを健全に経営し信頼を高めよう。

一、協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。

一人は万人のために
　　万人は一人のために　（協同の理念）
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第17回愛知県JA大会　3つの基本方向
１．県産農畜産物の安定供給と農業者に魅力ある地域農業を実現します
２．組合員が「幸福」を感じるくらしを実現します
３．地域農業とくらしを支えるＪＡ経営を実践します

第18次中期事業計画基本方針
JAあいち経済連は、JAと一体となって５つの基本方針に基づく施策を実践することで、
愛知県JA大会決議の３つの基本方向を実現します。

１．愛知県産農畜産物の販売強化
２．生産性向上とコスト低減による生産支援の強化
３．持続可能で競争力のある生活事業の再構築
４．JAグループ愛知の経済事業における合理化・効率化
５．本会における事業運営の高度化

理　　念
JAあいち経済連はJAと一体となって総合力と専門性を発揮し、
愛知県農業の発展と組合員のくらしの向上に貢献します。

私たちがめざすこと
１．農家組合員の経営安定　　２．実需者・消費者に対する愛知県産農畜産物の安全・安心・新鮮の提供
３．魅力ある商品・サービスの提供による豊かな地域社会への貢献

農業と生活（くらし）のかけはし

経営基本姿勢
１．利用者満足の追求
　　‌�私たちは、事業価値の創造を通じて、組合員、
会員JA、実需者・消費者など全ての利用者
の満足を高めることを最優先にします。

２．社会的責任の重視
　　‌�私たちは、倫理徹底、法令順守、環境保全な
どの社会的な責任を果たします。

３．説明責任の遂行
　　‌�私たちは、事業活動の基準を明らかにし、確
実な記録と適切な情報開示を行うことにより、
透明性の高い事業運営を行います。

４．ビジョンの明確化
　　‌�経営層は、ビジョン・方針を示し、迅速な意
思決定のもと、組織を適切に導きます。

５．継続的改善・革新
　　‌�私たちは、組織の強み・弱みを認識し、事業
環境の変化に適応した改善・革新を続けます。

６．全体最適の実現
　　‌�私たちは、事業個別の部分的な課題達成にと
どまらず、組織全体ならびに生産から消費に
わたる流通全体の最適化を追求します。

７．事実に基づく管理
　　‌�私たちは、事実の正確な把握、情報の共有、事
実に基づく分析評価、論理的思考を重視します。

８．働きがいのある職場づくり
　　‌�本会は、従業員の多様性・人格・個性を尊重
し、自己実現のできる職場環境を確保します。
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JAあいち経済連は「愛知県経済農業協同組合連合会」の略称・呼称です。

JAあいち経済連の役割
私たちは、愛知県産農畜産物の「生産支援、集荷、加工、販売」により農家組合員の生活を支えるとともに、
安全・安心で魅力のある農畜産物を安定的に供給することで、消費者のくらしに貢献しています。

私たちは、農家組合員のことばに耳を傾け、JAと信頼関係を結びながら計画的に集荷し、安定的な出荷を目
指します。その過程では、多くの流通業者や小売事業者と協力しながら、愛知県はもとより日本中の食卓に
農家組合員が大切に育てた野菜、花き、米、畜産物などをお届けしています。

農家組合員の生産現場と日常の生活をサポートする部門、また実需者への販売を担う部門が、JAとともに
いろいろな取引先の人たちと仕事を通じてつながり、たくさんの人に笑顔と健康を届けたいと励んでいます。

購 　買

肥料・農薬・飼料・LPガス・石油等
生産・生活サポート部門 ●園芸部（苗生産センター）　　　　　　　　　●営農総合室（営農支援センター）

●生産資材部（肥料工場、農機整備工場）　　　●畜産部（家畜市場）
●事業開発設計室　　　 ●エネルギー部　　　 ●店舗部（グリーンセンター直営店）
●生活部（葬祭センター・賃貸管理センター）

販 　売

野菜・果物・花き・米・肉・鶏卵
販売部門 ●園芸部（青果物パッキングセンター）　　　　　　　　●米穀部（精米工場、炊飯加工センター）　

●食肉部（精肉・惣菜・外食直営店、ミートセンター）　●畜産部（食肉市場）

JAあいち
経済連

J A農家
組合員

農家
組合員 J A

販売

家庭用
量販店

業務用
実需者

（外食・中食）

消費者

市場 製造

加工
会社卸 仲卸

製造

メーカー

仕入

全農

供給

集荷

生産
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米　穀
727

食　肉
189

生産資材　174

園　芸
1,049

畜　産
458

エネルギー
377

事業開発
設計　　　15

生　活　148

店　舗　68

米　穀
648

園　芸
1,115

畜　産
468

エネルギー
358

食　肉
203

店　舗　62

生　活　134

生産資材　160

事業開発
設計　　5

合　計
3,209

合　計
3,155

令和６年度実績 令和７年度計画

（単位：億円）
※切り捨て

部門取扱高実績と計画

沿　　革

前身　昭和₅年	 愛知県販売購買組合連合会を設立
　　　　　15年	 利用事業を開始
　　　　　17年	� 信連と合併し愛知県信用販売購買利用

組合連合会と改称
　　　　　18年	� 愛知県農業会を設立
	 （農業関係団体の統合）
　　　　　23年	 愛知県農業会を解散
	 販売、購買各連合会を設立
　　　　　26年	� 販売、購買各連合会を合併して愛知県

販売購買農業協同組合連合会を設立
	 （農水省認可 昭和27年₁月₄日）
　　　　　40年	 愛知県経済農業協同組合連合会と改称
　　　　　53年	 愛知県園芸農業協同組合連合会と合併
	 現在に至る

ご案内

概　　要

正 式 名 称	 愛知県経済農業協同組合連合会
設 立 年 月 日	 昭和23年₈月12日
会　　員　　数	 35（正会員 26、准会員 ₉）
出　　資　　金	 55億3,324万円
役　　員　　数	� 経営管理委員 13名
	 理事 ₅名
	 監事 ₄名
従　業　員　数	 職員 568名
	 雇員・パート 829名
取　　扱　　高	 3,155億円（令和６年度）

令和７年₄月１日現在

役　　員

経営管理委員会会長	 平　野　和　実 （あいち海部）
経営管理委員 	 長谷川　浩　敏 （尾張中央）

〃	 鈴　木　茂　正 （蒲郡市）
〃	 海　野　文　貴 （愛知東）
〃	 山　口　義　博 （なごや）
〃	 齋　藤　種　治 （西三河）
〃	 大　藪　　　泉 （愛知北）
〃	 鈴　木　照　彦 （愛知みなみ）
〃	 山　本　和　孝 （あいち知多）
〃	 伊　藤　友　之 （豊橋）
〃	 吉　田　　　明 （愛知西）
〃	 石　川　尚　人 （あいち豊田）
〃	 渥　美　純　一 （あいち中央）

代　表　監　事	 市　川　耕　一 （あいち尾東）
常　勤　監　事	 鈴　木　　　忍 （学識経験）
監　　　　　事	 大　竹　博　久 （あいち三河）

〃	 都　築　紀　理 （学識経験）

代表理事理事長	 田　中　　　徹 （学識経験）
代表理事常務 	 河　合　成　典 （学識経験）
常　務　理　事	 河　野　宏　和 （学識経験）

〃	 中　野　　　修 （学識経験）
〃	 稙　田　　　博 （学識経験）

※（　　　）内は出身JA名
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安全・安心への取り組み
私たちは、安全・安心・新鮮な愛知県産農畜産物を提供するために、

生産から供給の過程で、様々な取り組みをしています。

■ ISO9001 品質マネジメントシステム
◦畜産部農畜産物衛生研究所

■ ISO22000 食品安全マネジメントシステム
◦�米穀部食糧販売課
　（パールライス安城工場、炊飯加工センター）
◦�鶏卵事業グループ（畜産部養鶏担当、㈱ジェイエイ東海
エッグ、㈱ジェイエイ東三河ジーピーセンター）

■ FSSC22000 食品安全マネジメントシステム
◦�米穀部食糧販売課（パールライス安城工場、炊飯加工セ
ンター）

■HACCP（JICQA仕様）
◦�食肉部（食肉総合課、名古屋ミートセンター、豊橋ミート
センター、東三河ミートセンター、店舗運営課、惣菜店）

ISO・FSSC認証の取得

あいちそだち

JAあいち経済連では、お客様が購入した野菜や果物が「ど
こで、誰が、どうやってつくったのか」を確認できるシステム�
「あいちそだち」に取り組んでいます。
「あいちそだち」は、
①�JAグループ愛知がすすめる「生産履歴管理」を行ってい
ること
②生産者が特定できること
③生産情報を開示できること
以上の３条件を満たした青果物のブランドです。

牛肉のトレーサビリティ

JAあいち経済連では、産地（肉牛の生産農家）と一緒にお
いしさづくりに取り組み、さらにミートセンターにおける加工・
販売に至るまで、一貫した供給体制を確立しています。また、
インターネット上で個体識別番号をもとに、牛肉の生産履歴
を確認することができます。

鶏卵のトレーサビリティ

JAあいち経済連では、特殊卵の殻に賞味期限と農家番号
を印字し、卵を購入したお客様がインターネット上で農家情
報を確認できるシステムを運営しています。農家番号をもとに、
農家の名前、顔、農場名、飼養管理体制（飼養期間）など
が検索できます。

生産履歴が確かな食料への取り組み

いきいき愛知

生産された野菜・果物・玄米において節減対象農薬や
化学肥料を地域慣行の半分以下に減らした作物を「いきい
き愛知」として認証し、“人にも環境にもやさしい”取り組
みを行っています。

残留農薬分析

JAあいち経済連では、出荷する農産物に残留する農薬
が基準値を超えていないか、不適切な農薬が使用されてい
ないかを確認するため、残留農薬分析を行っています。多
成分を同時に分析できる機器を用いて年間約3,000検体の
検査を実施し、不適切な農薬が検出された場合などには、
原因究明や出荷停止などの対応を迅速に行う仕組みを構築
しています。

農業生産工程管理

JAグループ愛知では、農産物の生産工程で使用した農薬
や肥料などを記帳する生産履歴記帳運動や、各生産工程の
記録・点検・評価を行う「GAP」に取り組んでいます。専用
システムを利用した生産履歴管理や、国際水準GAPを運用
することで“安全・安心な農産物づくり”に努めています。

衛生検査

JAあいち経済連では、家畜の健康診断を実施し農場の
衛生状態の把握・指導を行っています。そして、出荷され
る畜産物が安全・安心であることを確認するため、薬剤残
留検査により適宜モニタリングしています。さらに、炊飯
加工センター・ミートセンターなどの食品製造部門や、A
コープ・精肉直営店など売場での衛生検査も実施し、安全・
安心な食品の提供に努めています。

安全・安心な農畜産物づくり

国際規格であるISOの手法を用いて業務を標準化し、品質向上の仕組みづくりや環境に配慮した活動、食品安全の確保に
取り組んでいます。

認証取得部署
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営農部門

肥料・農薬・農業機械・園芸施設資材などの生産資材の供
給・生産指導を通じて、担い手をはじめとした農家の営農
活動を支援します。
農家の安定経営の確立と安全・安心で良質な農産物の生産
支援に取り組みます。

生産資材部園芸部
新鮮で安全・安心な本県産の青果物・花きなどの園芸農産
物を市場・量販店・加工業者などに販売するとともに、消費
者や実需者のニーズに基づき産地・商品づくりをすすめます。
また、農家に苗や出荷資材などを供給し、生産活動を支援
します。

青果販売課
キャベツ、トマト類、つまもの類、洋菜類、
はくさい、ふき、なす、きゅうり、いちご、
いちじく、なし、かき

花　き　課
輪菊、スプレーマム、カーネーション、バラ、
アルストロメリア、デルフィニュームなど
の切花、洋らん、シクラメンなどの鉢物

種苗包装資材課 苗（工一スプラグ）、種子、包装資材

主な取扱品目

肥料農薬
新技術課

BB肥料、単肥、複合肥料、土壌改良材、
有機質肥料、水稲農薬、園芸農薬、環境
制御関連機器、IPM関連資材、養液栽培
資材、園芸施設資材、農業用フィルム

農業機械課
トラクタ・田植機・コンバイン・管理機
などの農業機械、農機部品、農機用副資
材、農機の修理・整備

主な取扱品目

営農総合室では①農政などに関する情報の収集と農政に対応す
る農業生産振興策の提案、②JAから農家への営農指導の強化
につながるICTツールの検証と普及、③安全・安心で環境に配
慮した農業生産の啓発を柱に、JAの営農事業を総合的に支援
します。
関連施設の営農支援セン
ターでは、生産性向上や
生産コスト低減に向けた
新技術の実証や新品種の
展示、各種分析・診断・検
定などを行い、農家および
産地の支援に努めます。

営農総合室

環境制御によるトマト、なす、いちご、いちじく、キク類
の高品質生産技術実証

現地展示ほの設置による産地支援

残留農薬分析と無機成分分析の実施

植物病院®による病害虫診断、病害虫の薬剤感受性検定

情報誌『asc』やホームページを通じた場内展示成果の情報
提供

営農支援センターの主な取組内容
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直販部門

主な取扱品目

徹底した品質管理のもと安全・安心・良質な若葉ミートを
ミートセンターで製造し、県下JA店舗をはじめ生協、量
販店、精肉店に供給します。
さらに、直営店で直接消費者へ販売しています。

食肉部

食肉総合課

〈量販店・地域営業〉
牛・豚の部分肉、鶏肉
牛・豚・鶏のパック肉
畜肉加工品（‌�生ウィンナー・フランク等）

〈直営店〉
牛・豚・鶏肉、畜肉加工品、惣菜、外食

米穀部では、米・麦・大豆の集荷をはじめ、パールライス・
無洗米・炊飯米・炊飯加工品、関連する商品・サービス・情
報の提供を行います。環境に配慮した事業運営を行い、本
県産米の消費拡大と豊かな食生活に寄与するとともに、ニー
ズに基づく生産の支援をします。
田んぼを持った精米メーカーとして、フードチェーンに求めら
れる高い衛生管理に取り組み、JA、Aコープ、生協をはじめ量
販店、業務用実需者へ安全・安心なパールライスを供給します。

米穀部

農産販売課 米・麦・大豆の集荷・販売、種子、農産資材

食糧販売課
パールライス、無洗米、玄米、加工食糧、‌
炊飯米（白飯、酢飯）、炊飯加工品（おにぎり、
太巻寿司、いなり寿司、おはぎ各種）

主な取扱品目

畜産農家の経営の安定と所得向上を図ることを使命とし、
安全・安心・新鮮な本県産畜産物を販売します。
農家へ飼料をはじめとした畜産生産資材の供給と情報の提
供を行い、生産活動を支援します。

畜産部
主な取扱品目

畜　産　課

〈購買事業〉
素牛・種豚・素雛、配合飼料、単味飼料、
畜産資材
〈販売事業〉
子牛、肉牛・肉豚、鶏卵、加工卵、
うずら卵
〈指導事業〉
衛生検査、クリニック、コンサルテーション
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生活部門

生活事業では、組合員の健康に寄与するための健康機器・補聴器や、くらしを快適にするためのハウスクリー
ニングや除草・防草・庭木の剪定、食品ギフトや頒布会「味のトラベル」など、生活関連サービス・商品を供給
します。葬祭事業では、JA葬祭の支援のため、香典返しなどの葬儀返礼品や生花祭壇の提供を通じて、組合
員にご満足いただける葬儀を実現します。
資産管理事業では、JAと一体となって、賃貸住宅（JA賃貸）や一般住宅および介護住宅などの建設を通じ
た土地の有効活用や資産管理に取り組むほか、流通店舗の仲介や区画整理事業のコンサル等、土地資産
に関する組合員の幅広い要望に対応します。賃貸住宅管理では、管理物件の入居率向上とオーナーの安定
経営を目指します。また、県下JAと不動産情報をネットワークで結び、一般需要者へ広く情報提供します。

事業開発では、環境の変化を幅広く捉え、組合員から求められる生活関連�
の新たな商品・サービスの開発を各事業と連携して行います。
施設事業では、米麦・選果プラントの建設やJA施設の設計監理を行って
います。

事業開発設計室

設計事務所 米麦・選果プラントの建設、
JA施設の設計監理

主な取扱品目

生活部

Ａコープ・グリーンセンター・ファーマーズマーケットに対し、店舗運営指導、教育研修、販売企画の立案、商品供給、店舗
出店・リニューアルなど店舗開発を支援します。また、愛知県産農畜産物の販売拠点としてのJAらしい店舗づくりと組合員・
利用者に支持される売場づくりを支援します。

店舗部

店舗総合課

〈店舗器材〉
什器、備品、資材
〈食　　品〉
青果、水産、チルド日配品、一般食品、菓子、日用雑貨、衣料

グリーン課 種苗、切花、鉢花、用土、肥料、園芸用品、家庭用品、
ペットフード

主
な
取
扱
品
目

生活葬祭課

食品ギフト・頒布会、健康機器・補聴器、寝具、ハウス
クリーニング、除草・防草・庭木剪定、リフォーム
〈葬祭センター〉
葬祭返礼品、生花祭壇、仏壇・墓石

資産管理課 賃貸住宅（JA賃貸）、賃貸住宅管理、一般住宅、流通店舗、
まちづくりコンサル

主
な
取
扱
品
目

石油事業では、「マイホームステーションJA-SS」のコンセプトのもと、ガソリン・軽油・灯油などの自動車・生活用燃料を供
給するとともに、販売企画の立案や拠点網の整備支援、SSスタッフ教育などの運営支援・指導を行います。また、重油・灯油・
免税軽油など営農用燃料の安定供給を通じ、農業生産を支援します。
ホームエネルギー事業では、LPガス（クミアイプロパン）や電力（JAでんき）等の家庭用エネルギー
および関連機器の提案を通じて、組合員の快適でエコな暮らしを実現します。

エネルギー部

石油課 ガソリン、灯油、軽油、営農用重油、潤滑油、自動車関連
用品(タイヤなど)、給油所施設機器（計量機、洗車機など）

ホーム
エネルギー課

LPガス、ホームエネルギー機器（ガス器具・太陽光発電
設備・蓄電池など）、ガス空調機器（GHPなど）、家庭用
電力（JAでんき）

主
な
取
扱
品
目
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尾張センター尾張センター

本　部本　部

西三河センター西三河センター

東三河センター東三河センター

❺
❼
❻

❽

❾
�
�
�

�

� �

�
�
�
�

�

　尾張センター
〒481―0037　北名古屋市鍜治ケ一色端須賀22―₁����� 2
尾張地域担当部………………………………  TEL（0568）24―1811
生活部 ハートホーム担当…………………… TEL（0568）54―1000
　〃　 賃貸管理センター 尾張担当………  TEL（0568）25―0311

　西三河センター
〒446―8506　安城市今本町東向山₆―₁��������� 3
三河地域担当部 西三河地域担当………………  TEL（0566）96―0911
米穀部 炊飯加工センター …………………  TEL（0566）97―1611
事業開発設計室 事業開発担当 ……………  TEL（0566）96―0982
　　　〃　　　 設計事務所 ………………  TEL（0566）96―0086
エネルギー部 石油課…………………………  TEL（0566）96―0012
　　 〃 　　 ホームエネルギー課……………  TEL（0566）96―0013
店舗部 店舗総合課 …………………………  TEL（0566）97―0711
　〃　 グリーン課 …………………………  TEL（0566）96―0810
生活部 生活葬祭課 � ��������� �TEL（0566）97―8911
　〃　 資産管理課 � ��������� TEL（0566）96―0025
　〃　 賃貸管理センター 三河担当………  TEL（0566）96―0032

　東三河センター
〒441―8525　豊橋市西幸町字笠松111���������� 4
三河地域担当部 東三河地域担当………………  TEL（0532）47―8200
園芸部 青果販売課 …………………………  TEL（0532）47―8225
　〃　 花き課 ………………………………  TEL（0532）47―8228
　〃　 種苗包装資材課 ……………………  TEL（0532）47―8222
生産資材部 新技術資材担当 ………………  TEL（0532）47―8206
畜産部 畜産課 ………………………………  TEL（0532）47―8232

　農業機械総合センター
〒444―1151　安城市村高町藤野元15 ���������� ⓮
生産資材部 農業機械課 ……………………  TEL（0566）99―6181

　西三河地域青果物パッキングセンター　…TEL（0566）93―1811
〒444-1151　安城市村高町藤野元16-₅��������� ⓮

　食肉部 食肉総合課　…………………………TEL（0532）23―3074
〒441―8074　�豊橋市明海町16 ―₁ 株式会社東三河食肉流通センター内�� ⓳

　東三河地域青果物パッキングセンター　…TEL（0533）95―1300
〒441―0301　豊川市御津町上佐脇西区100�������� ⓰

　パールライス安城工場　……………………TEL（0566）79―2985
〒446―0053　安城市高棚町井荒井₃―₁��������� ⓫

　本部
〒460―0003　�名古屋市中区錦₃―₃―₈ ＪＡあいちビル₉、10階 �� 1
内部統制室 �������������� TEL（052）951―4105
経営企画部 企画管理課 � ������� TEL（052）951―3630
　　〃　　 デジタル推進担当 � ���� TEL（052）951―3638
　　〃　　 経理課 � ��������� TEL（052）951―3634
　　〃　　 情報システム課 � ����� TEL（052）951―3636
総務部 総務課 � ����������� TEL（052）951―3633
　〃　 人事課 � ����������� TEL（052）951―3632
営農総合室 �������������� TEL（052）951―3471
生産資材部 肥料農薬新技術課 � ���� TEL（052）951―3627
米穀部 農産販売課 � ��������� TEL（052）951―3628
　〃　 食糧販売課 � ��������� TEL（052）951―3629

　西部園芸センター
〒456―0072　�名古屋市熱田区川並町₃―₃ グリーンビル₃階 �� ❻
園芸部 直販課 � ����������� TEL（052）680―1307
　〃　 西部販売課 � ��������� TEL（052）680―1305
　〃　 西日本営業所 � �������� TEL（052）680―1310

　関係会社
東海ローディング株式会社…………………  TEL（0566）92―5581
〒446―0052　安城市福釜町下山23 ………………………… ⓬
ジェイエイ・トービス株式会社……………  TEL（0566）98―2558
〒446―0008　安城市今本町西向山28 ……………………… 3
株式会社ジェイエイ東海エッグ……………  TEL（0568）26―3891
〒481―0037　北名古屋市鍜治ケ一色端須賀22―₁………… 2

株式会社ジェイエイ東三河ジーピーセンター……  TEL（0532）37―5811
〒441―8113　豊橋市西幸町字笠松111……………………… 4
株式会社JAハートホームサポート ………  TEL（0566）96―0041
〒446―0008　安城市今本町東向山₆―₁…………………… 3
株式会社JAあいちエネルギー ……………  TEL（0566）96―0030
〒446―0008　安城市今本町東向山₆―₁…………………… 3

JA全農くみあい飼料株式会社 知多工場……… TEL（0562）32―4171
〒478―0046　知多市北浜町16 ……………………………… ❽
株式会社東三河食肉流通センター…………  TEL（0532）23―2600
〒441―8074　豊橋市明海町16―₁…………………………… ⓳

（令和₇年₄月現在）

NETWORK

14



組織構成図　令和７年度
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花 き 課

種苗包装資材課

営農支援センター ⓴

パールライス安城工場

炊飯加工センター 3
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尾 張 整 備 工 場 ❺
三 河 整 備 工 場 ⓮
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事

デジタル推進担当

パールライス１課

新技術資材担当

西三河地域担当

尾 張 地 域 担 当

東三河地域担当

地 域 担 当

一体化推進担当

推 進 担 当

パールライス２課

養 豚 担 当

養 牛 担 当

養 鶏 担 当

企画管理課

経 理 課

情報システム課

総 務 課

人 事 課

生 産 資 材 部

営 農 総 合 室

畜 産 課

（
営
農
担
当
）

常
務
理
事

（
直
販
担
当
）

常
務
理
事

米 穀 部

畜 産 部

⓲
包装資材開発担当

苗生産センター

くみあい肥料工場

東三河営農物流センター

❿

⓲
碧南営農物流センター ❿

生活葬祭課

資産管理課

グリーン課

店舗総合課

地 域 担 当設計事務所

事 業 開 発 担 当

石 油 課

ホームエネルギー課 推 進 担 当

2賃貸管理センター（尾張）

まちづくり開発担当

ハートホーム担当

事業開発設計室

エ ネ ル ギ ー 部

店 舗 部

生 活 部

（
生
活
担
当
）

常
務
理
事

推 進 担 当

直 営 店

3葬 祭 セ ン タ ー

青果企画開発担当

直 販 課

東 部 販 売 課

青果物パッキングセンター担当

西 部 販 売 課

西 日 本 営 業 所

システム開発担当

システム管理担当

1電 算 セ ン タ ー

内 部 統 制 室

東 日 本 営 業 所

推 進 担 当

⓮西三河地域青果物
パッキングセンター

⓰東三河地域青果物
パッキングセンター

尾 張 食 肉 市 場

半 田 食 肉 市 場

豊田食肉地方卸売市場

東三河食肉市場

あいち家畜市場

農畜産物衛生研究所

❼
❾
⓭

⓱
⓯

⓳

❼名古屋ミートセンター

豊橋ミートセンター ⓳
東三河ミートセンター ⓳

営 業 ２ 課

営 業 １ 課

店 舗 運 営 課食 肉 部 直営店（精肉・惣菜・外食）食肉総合課

賃貸管理センター（三河） 3

（令和₇年₄月現在）
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愛知県経済農業協同組合連合会
〒460−0003
名古屋市中区錦三丁目３番８号 ＪＡあいちビル内
TEL（052）951−3633㈹　https://www.ja-aichi.or.jp/

ホームページ 公式X 公式 Instagram


